
地
方
自
治
功
労
者

社
会
福
祉
功
労
者

保
健
衛
生
功
労
者

社
会
教
育
功
労
者

寄
付
功
労
者

防
犯
防
災
功
労
者

【
市
議
会
議
員
と
し
て

　
　
　
　

地
方
行
政
に
貢
献
】

　

須
田　

一
郎
（
砂
子
塚
）

【
自
治
会
長
と
し
て

　
　
　
　

地
域
発
展
に
貢
献
】

　

飯
塚　

耕
以
智（
白
山
町
三
丁
目
）

【
統
計
調
査
員
と
し
て

　
　
　
　

統
計
行
政
に
貢
献
】

　

田
中　

文
子
（
廿
六
木
三
区
）

　

市
川　

ア
サ
子
（
西
燕
町
）

【
保
護
司
と
し
て

　
　
　
　

更
生
保
護
に
貢
献
】

　

矢
澤　

彦
太
郎
（
廿
六
木
四
区
）

　

相　
　

勝
男
（
寺
郷
屋
）

　

松
島　

義
弘
（
八
王
寺
）

　

関
川　
　

登
（
仲　

町
）

　

大
屋　

光
子
（
本
町
一
丁
目
）

　

柄
澤　

英
子
（
大　

曲
）

　

田
野　

信
子
（
三
王
渕
）

【
助
産
師
と
し
て

　
　
　
　

地
域
医
療
に
貢
献
】

　

照
田　
　

良
（
吉
田
東
町
）

【
食
生
活
改
善
推
進
委
員

　

と
し
て
地
域
保
健
に
貢
献
】

　

堀
内　

ス
ミ
子

　
　
　
　
　
（
分
水
新
町
四
丁
目
）

　

三
浦　

ミ
ヨ
（
熊　

森
）

　

牧　
　

邦
子
（
新　

堀
）

【
保
健
推
進
委
員
、
食
生
活

　
　

改
善
推
進
委
員
と
し
て

　
　
　
　

地
域
保
健
に
貢
献
】

　

久
保
田　

悦
子
（
西
燕
町
）

　

鷲
澤　

宣
子
（
松　

橋
）

　

今
井　

八
重
子
（
廿
六
木
四
区
）

　

土
田　

八
重
子
（
殿
島
一
丁
目
）

　

平
松　

有
子
（
南
二
丁
目
）

　

河
合　

ミ
チ
（
三
王
渕
）

【
保
健
推
進
委
員
と
し
て

　
　
　
　

地
域
保
健
に
貢
献
】

　

柳
原　

興
子
（
南
一
丁
目
）

　

髙
橋　

和
子
（
南
一
丁
目
）

　

佐
藤　
　

子
（
花
園
町
）

　

山
田　

シ
ヅ
（
栄　

町
）

【
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員　

と
し
て
公
民
館
活
動
に
貢
献
】

　

大
久
保　

栄
作
（
仲　

町
）

【
消
防
団
員
と
し
て

　
　
　
　

消
防
業
務
に
貢
献
】

　

遠
藤　

順
一
（
井
土
巻
一
丁
目
）

　

遠
藤　

忠
夫
（
井
土
巻
一
丁
目
）

　

大
泉　

正
一
（
水
道
町
一
丁
目
）

　

金
子　

泰
助
（
小　

高
）

　

小
林　

唯
男
（
中
央
通
二
）

　

白
倉　

榮
喜
（
南
二
丁
目
）

　

髙
山　

雄
作
（
水
道
町
三
丁
目
）

　

田
辺　

正
美
（
大
川
津
）

　

田
野　

俊
司
（
南
六
丁
目
）

　

本
多　

利
光
（
本
町
一
丁
目
）

　

山
﨑　

義
昭
（
大　

曲
）

　

渡　
　
　

剛
（
小　

高
）

【
青
少
年
育
成
に
多
額
の
寄
付
】

　

竹
越　

孝
行
（
井
土
巻
一
丁
目
）

【
児
童
福
祉
に
多
額
の
寄
付
】

　

富
田　

哲
朗
（
朝
日
町
）

【
奨
学
金
事
業
に
多
額
の
寄
付
】

　

本
間　

俊
文
（
水
道
町
一
丁
目
）

平
成
18
年
度

　

市
で
は
３
月
１
日
、
中
央
公
民
館
で
、
地
方
自
治
の
進
展

や
福
祉
の
増
進
、
文
化
の
向
上
な
ど
の
各
分
野
で
、
多
年
に

わ
た
り
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
功
績
を
た
た
え
て
表
彰
す
る

「
平
成
18
年
度
燕
市
功
労
者
表
彰
式
」
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

合
併
後
初
め
て
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、
市
功
労
者
表
彰

審
査
委
員
会
に
お
い
て
「
燕
市
表
彰
条
例
」、「
市
功
労
者
表

彰
基
準
」
に
基
づ
き
推
薦
さ
れ
た
42
人
の
皆
さ
ん
に
、
小
林

市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者

の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

な
お
、
功
労
の
年
数
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
合
併
以
前
の

旧
市
町
で
の
年
数
も
考
慮
し
て
お
り
、
過
去
に
同
じ
内
容
の

功
績
で
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
人
は
、
表
彰
選
考
の
対
象
外
と

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

燕
中
学
校
女
子
剣
道
部

•

全
国
中
学
校
体
育
大
会

　

剣
道
大
会　

団
体
優
勝

•

北
信
越
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　

剣
道
大
会　

団
体
優
勝

•

新
潟
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　

剣
道
大
会　

団
体
優
勝

燕
中
学
校
男
子
水
泳
部

•

全
国
中
学
校
体
育
大
会
水
泳

　

大
会
学
校
対
抗
成
績　

第
２
位

•
全
国
中
学
校
体
育
大
会

　

水
泳
大
会
４
０
０
メ
ー
ト
ル

　

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

第
３
位

•

全
国
中
学
校
体
育
大
会

　

水
泳
大
会
４
０
０
メ
ー
ト
ル

　

リ
レ
ー　

第
４
位

•

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

カ
ッ
プ
４
０
０
メ
ー
ト
ル

　

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

第
２
位

吉
田
中
学
校
野
球
部

•

全
国
中
学
校
体
育
大
会

　

野
球
大
会　

第
３
位

•

全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会

　

第
３
位

　

燕
大
賞
は
「
燕
大
賞
褒
賞
規
程
」
に
基
づ
く

表
彰
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ま
た
は
芸
術
の
分
野
に
お

い
て
特
に
顕
著
な
成
績
、成
果
を
収
め
た
個
人
・

団
体
の
功
績
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

　

３
月
１
日
、
市
役
所
吉
田
庁
舎
で
行
わ
れ
た

合
併
後
初
の
「
平
成
18
年
度
燕
大
賞
表
彰
式
」

で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
部
門
か
ら
全
国
大
会
で
優
れ

た
成
績
を
収
め
、
燕
市
の
名
声
を
高
め
た
３
団

体
に
市
長
か
ら
表
彰
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
） 燕

大
賞
表
彰
式

平
成
18
年
度

栄
誉
を
た
た
え
て
︱

Hot
News

　『頑張る地方応援プログラム』とは、総務省が「地方の活
力なくして国の活力なし」の観点から、「魅力ある地方」の創
出に向けて、地方独自のプロジェクトを自ら考え、前向きに
取り組む地方自治体に対し、地方交付税などの支援措置を
講じる国の施策の一つです。やる気のある地方が、自由に
独自の施策を展開することによって、魅力のある地方に生ま
れ変わるようにと、来年度スタートを予定しているものです。
　2 月 25 日、安倍首相と菅大臣は来県された際、全国で
も屈指の金属加工集積地である燕市に立ち寄り、金属洋食
器工場のショールームを視察。その後、商工会議所で小林
市長、山崎商工会議所会頭、そして研磨業の共同発注グ
ループ「磨き屋シンジケート」のメンバーらと地場産業の現
況などについて会談をしました。
　席上、市長は「燕市の “ものづくり” にかける技術と情
熱はほかの地域にはありません。産業活力を付けることは
市の重要施策です。総理のもとでやる気のある地方が自由
に独自の施策を展開することに対して、この支援プログラム
は非常にタイムリーな措置であると考えております」と、燕
市の産業をアピールしました。

安倍晋三首相と菅義偉総務大臣が来燕
19年度スタートの国の支援措置
「頑張る地方応援プログラム」への取り組みで
　　　　　　　　　燕市の地場産業を視察

➡「皆さん、こんにちは。地
方の活力が国の活力につなが
ります。今日は優れた地場の
産業を活かして頑張っておら
れる地域の方々に、実際にお
話を伺いたいとおじゃまいた
しました」とあいさつをする
安倍首相（燕商工会議所で）

扌「ようこそ燕市へ、心から歓迎します。当市も総
務省と県のバックアップで新生･燕市がスタートするこ
とができました。市の基幹産業である金属洋食器は、
全国の約９割以上を生産しています」とあいさつをす
る小林市長（写真右奥）　（写真正面左・安倍首相、
右・菅総務大臣　燕商工会議所で）

ほっと
ニュース
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